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　現代の造形芸術の中には、美術館や画廊といった従来の展

示形態の他に、様々な形で社会とより直接的に関わろうとす

る動きがあります。例えば、NPOなどを主体に運営されるオル

タナティブ（代替）スペースと呼ばれる展示・教育施設や、芸術

家が地方に滞在して制作しながら地域の人たちと交流する「アー

ト・イン・レジデンス」などです。こうした活動は、ふだんは見

過ごされがちな地域の文化や環境の価値を見直し、地域の活

性化に貢献するものとして近年注目を集めており、私の研究

室でも、地域のなかでの様々な実践を行っています。

　図版1は山形市の住宅工務店

の展示場（モデルハウス）を利

用しての展示で、家を見に来た

方に絵もみてもらおうという試

みです。ご覧になった方が家を

お建てになるとき、あらかじめ

アートを飾る空間を考えて設計

して頂ければ、アートもより身近

になると思うのですが。

　図版2は新庄市で行われた緑化フェアの際に設置した野外

作品で、花を見に来られた方々にアートも楽しんでもらえたら、

との想いがありました。一種のガラス

絵で、太陽光が透過して色が刻々と

変化します。夏の青い空と周囲の緑

との調和を考えて、オレンジを主調

とした作品です。

 図版3は白鷹町の大正期に

建てられた古い蔵を利用さ

せて頂いた作品展示です。写

真は拙作ですが、会場では他

に本学学生・院生による作品

展示や、写真のような学生に

よる演奏会なども行われました。近所に住む方々が「よぐわが

んねなぁ」といいつつ、会期中何度もご来場頂いたのが印象深

く、様々な交流がありました。

　今後ともアートを介して地域の皆様と交流ができればと思っ

ています。もちろん講演やアートの実技講習（ワークショップ）

なども行っています。ご要望をお聞かせください。
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 アート・スペースとしての住宅展示場
（2001年3月・山形市）

野外環境とアート
(2002年6-8月、新庄市)

蔵と現代アート
との出会い
(2003年8-9月、白鷹町)
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ともに2002年 ガラスにアクリル絵具
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